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青臭み の ない 暖地向 け多収大豆品種 「エ ル ス ター」

高橋 　将
一 ・小松 　邦彦 ・松永　亮

一

　　　　　 （九 州農業試験場）

Anew 　soybean 　cultivar
“
L−Star

”
with 　no

grassy−beany　fiavor．　adaptable 　to　Kyushu

Masakazu　TAKAHAsHI，　Kunihiko　KoMATsu ，　and 　Ryoichi　MATSuNAGA

　　　　　　　　　　（Kyushu　Natl．　Agric．　Exp ．　Stn，）

　 予実 の 青臭み （V ：臭さ、V：腐臭さ〉発生 に 関与す る 酵

素 ， リ ポ キ シ ゲ ナーゼ L − 1， L − 2及 び L − 3の 全 て

を欠失 し た 大豆品種 は ， 飲 用 豆乳 や 豆乳を素材 とす る デ

ザ
ー

ト類 に 対す る加 工 適性 が高 い だけで な く、小麦粉、

卵な どの 他の 食品素材と一
緒に用 い た場合に で も、加工

食品中の 過酸化脂質の 生成を低 レベ ル に抑え、風 味 ・食

味 に優れた大豆加工 食品を得 る こ とが で きる な ど、従来

の 大豆 に な い 優 れ た利用特性 が 認 め ら れ る （西場 ら

1993， 古 m ら　1993， 須 円 ら　1993）．

　 こ れまで リ ポキ シ ゲ ナ
ーゼ 欠失大 V：と して 「ゆ め ゆ た

か （L − 2
，
L − 3 欠）」 〔喜 多村 ら　1992） と 「い ち ひ

め （全欠）」 （羽鹿 ら　 1997）が育成され て い る が，両品

種 の 栽培適地 は 南東北か ら北関東地域 に 限定され る ．現

在 ， 「い ちひ め 」 は 豆 乳原料 と し て 栃木県 の み で 生 産 され

て い る た め，不作 に な る と，当年度 に おける 実需者 の 必

要量 を 満 た す こ と が で きなくなる ば か りか ，安定供給の

不確実性 が 今後の 需要拡大 の 大 き な支障 と な っ て い る．

安定供給 を 図 る こ とが 問題解決 に 重要 で あ り，暖地 で の

栽培に 適す る 品種育成が 要望 さ れ て きた．
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　　　　　　　　　 育成の経過

　「エ ル ス ター．」は，1990年に農林水産省九州農業試験

場 作 物 開 発 部 大 V：育 種研 究 室 に お い て ，「フ ク ユ タ カ 」 を

母 と し ， L − LL − 2及び L − 3 を全 て 欠失する 「九

交 355」 （の ち の 「い ちひ め 」）を父 と し て 人工 交 配 して

得 た 交雑後代 の F ，種 r一を ， 「フ ク ユ タ カ 」 に 戻 し交配 し，

さ らに 臍色 を黄色 に す る ため 「むらゆ た か 」 と交 配 を行

い ，選抜 ・固 定を図っ て きたもの で あ る．各交雑後代 に

つ い て ，SDS − PAGE 法 に よ り子実蛋 自質 を 分析 し，リ

ポ キ シ ゲ ナ ーゼ L − 1，L − 2 及 び L − 3 を 欠 失 した 子

実粒 を選抜 し た 〔写真 1）．

　 1995 年 に 「九系 211」 の 系統番 弓
』
を付 し，生産力検定

β

写 真 1　 SDS −PAGE 法 によ る子 実蛋 白質 の電 気泳 動 像

　 　 　 1 ：エ ル ス タ ー （リボキ シ ゲナ
ーゼ 全欠）

　 　 　 2 ： フ クユ タ カ （リポ キ シ ゲ ナーゼ 全 有）

予備試験 及 び系統適応性検定試験 に供 し た．1996 年か ら

「九 州 127 号」 の 系統名 を 付 し て 奨励 品 種決定調査 等 に

供試 した．／997 年に は種苗法に基 づ く品種登録 を 中請 し，

そ の後 1999年に 「エ ル ス ター」に 名称変更，そ の 翌 年

8 月 に 「だ い ず農林 115 号 」 と して 登 録 さ れ た もの で あ

る．

キーワ ード ： リポ キ シゲ ナーゼ，エ ル ス ター，大 豆
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　　　　　　　　　 特性の概要

　胚軸 の 色及 び花の 色 は
“
紫
”

， 小葉の 形は
“
円葉

”
で

，

毛 茸 の 色 は
“
白
”
，そ の 形 は

“
　m
’
　
tt

で あ り，そ の 多少 は

“
多
”

で あ る．主 茎 長 ， 主茎節数 及 び 分枝数 は 「フ ク ユ

タ カ」 と同程度の
“
中
”

で ある （写真 2）．伸育型は
”
E

限
”

で あ り，熟莢 の 色 は
’
談 褐

゜
を旱す る （第 ユ表）．

　粒 の 大 小 は
“
中
tt

で あ り， 粒形 は
“
扁球

n
で あ る．

種皮 の 色 は
‘‘
黄自

”
，臍の 色 及 び子葉色 は

陽
黄
”

， 粒 の 光

沢 は
“
中
”

で あ る （第 1 表，写真 3）．

　開花期 は 「フ ク ユ タ カ 」 と ほ ぼ 同 じ で
“
晩

P

，ま た 成

熟期 は 「フ クユ タ カ 1 とほ ぼ 同 じで ，

“
1晩の 早

”
で ある．

生 態型 は 「フ ク ユ タ カ 」 と同じ 徹 大 豆 型
”

で あ る．耐

倒伏性 は 1フ ク ユ タ カ 」 と同 じ く
う
強

”
で あ る．子実の

収量 は 「フ クユ タ カ」と同程度 で あ る．

　ダ イ ズ ウ イル ス 病圃場抵抗性 は
“
強
”

， 紫斑病抵抗性 は

開
強
”

で あ る．ま た ダ イ ズ 立枯性病害 （黒根腐病）抵抗

性 は 「フ クユ タ カ」に劣 り
‘‘
や や 強

”
で ある．ダイズ シ

ス トセ ン チ ュ ウ抵抗性は
“
弱
”

， ネ コ ブセ ン チ ュ ウ抵抗性

は
“
弱
”

で あ る．ハ ス モ ン ヨ トウ 抵抗性 は 「フ ク ユ タ カ」

と 同程度で あ る （第 2 表），

写 真 2　エ ル ス ターとフ クユ タ カ の 成熟期に お け る

　　　 植物 体の 比 較

　 　 　 　 　 　 　 左 ：エ ル ス タ
ー

　 　 　 　 　 　 　 右 ： フ クユ タ カ

写 真 3 エ ル ス タ
ー

とフ クユ タカ の 子実外形の 特徴

　 　 　 　 　 　 　 左 ：エ ル ス タ
ー

　 　 　 　 　 　 　 右
．

： フ ク ユ ダ カ

フ クユ タカ

い ちひ め

エ ル ス ター

0100 　　　 200　　　　300　　　 400

　　　　　　DETBA 値 （nmollg 大 豆粉）

第 1 図　 大豆粉水系混和時 にお け る脂 質過酸 化 度

　　　　（九州 農試 流 通利用 研究 室 〉

500

注 1）過酸 化脂質生 成 能 を，DETBA 法 （Suda らの 方 法） に よ り

脂質遺 酸化 度を測 定 し て評仙．

2） 試 験材 料 は平成 11年度育成 地 （九 州 農試 大 V：育種研 究 案 ）産．

　子 実 の 粗 蛋 白含有率 は 「フ ク ユ タ カ」 と同 じ く
“
高
”
，

粗脂肪含有率 は 「フ ク ユ タ カ 」 よ り高 く 腐
”

と判定 さ

れ る ．裂皮 の 難易 は
’
易

”
で あ る が ， 子実 の 外観 上 の 品

質 は
“
中 の 上

”
で ある （第 3 表）．臣腐加 T．適性 に お い て ，

蔓 腐 の 堅 さ は 「フ ク ユ タ カ 」 と同程度 で あ る が ，3 種類

の リポ キ シ ゲ ナ ーゼ を全 て 欠失 して い る た め，子 実 の 青

臭 み の 発 生 が無 く（第 1 図），従来の 豆腐 と異 な る 風昧で

ある ．豆 乳加 工 適性は 豆腐臭 さ が 無 い ため優れ，新 し い

風味 の 大豆食晶素材と して 有望 と判断 さ．れ る．
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第 1表　エ ル ス ターと フクユ タカ の形 態形 質 の比 較
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子
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色

粒
の

大

小

熟

莢
の

色

伸

育

型

分

枝

数

エ ル ス ター 紫 円葉 紫 多 扁 白 中 中 中 有限 淡褐 中 黄 扁球 中 黄白 黄

フ ク ユ タ カ　 紫
ホ
　 円葉

承
　紫

言
　 多

t／’
　 扁

”
　 白

“
　 中　　中　　 中

瘤
　 有 限

那
淡褐

’
中 の 大

＊

　黄
“

　 球
’

　 中
’

　 黄 白
＊

淡褐
窄

注 1） だ い ず特性 審査 基 準 （平成 7年3月） に よ る，原 則 と し て 育 成地 で の 調 査 に 基 づ い て 分類．
　2）

“
印は 当該特性 に つ い て 標準品種 となっ て い る こ とを示す．

第 2 表 エ ル ス ターとフ クユ タカ の 生 態形質の 比 較

病虫 害抵 抗 性

品種名 開花期 成熟 期 生 態型
倒　伏 　

1…
歹

「

彳7
附…齔…

蘗斑
巾…．

ダ孑
−
天苙7

『．−
1夛
Ti

ズ 　　 ネ コ ブ

抵抗 性 ウ イ ル ス 病 病 枯 性病害 シス ト セ ン チ ュ ウ

　　　　 （圃場抵抗性）　　　　　　　（黒 根腐病）　セ ン チ ュ ウ

エ ル ス タ
ー

フ ク ユ タ カ

晩

晩

晩 の 早 　 　 秋大 豆 型

晩 の 早
S
　 秋 大 el　as’

　
“

る
里

風
虫

ゴ

舜

強

中

強

強

やや 強

　強

野

弱

身

極

弱

注 1） だ い ず特 性 審査 基 準 （平 成 7年 3月） に よる，原則 と して 育 成地 で の 調 査 に 基 づ い て 分類．
　2） “

印 は 当該特 性 に つ い て 標 準品種 となっ て い る こ とを示 す．

第 3表　エ ル ス ターとフ クユ タカの 品質形 質の 比較

子 実 成 分

品種 名　 粗 蛋 白　 粗 脂肪 　 リ ポ キ シ ゲ

　 　 　 　 含有 率 　含 有 率 ナーゼ の 有 無

裂皮　　子実

の 　 　 　 　の

難 易　 　品 質

エ ル ス タ
ー
　 高

フ クユ タ カ　　高
“

高

lll

全 欠

全＃

易　　中の 上

易
e

　 IP の ト

注 1）だ い ず特 性 審査 基準 （平成 7年3月）に よ る．原則 と して

　 　 育成 地 で の 調査 に基 づ い て 分類．
　 2）

E／
印 は当該 特 性 につ い て標 準 品種 とな っ て い る こ と を示

　 　 す．
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　　　　 適地及び栽培 ・利用上の 留意点

　栽培適地 は 九州地域 で あ る．栽培 上 の 留意点 と して ，

他 の 大豆品種 の 種子が混入す る と，加 工 素材 と して リポ

キ シ ゲ ナ
ー

ゼ 完全欠失性が 損 な わ れ る た め ，播種 ・収穫 ・

乾燥時 に は特 に注意す る と と もに ， 定期的 に種子 の 更新

を行 う必要があ る．また 「フ ク ユ タ カ」 に比較 して ダ イ

ズ 立 枯性病害 （黒根腐病） に や や 弱 い の で ，本病 の 発病

地 域 で の 栽培 は 避 ける と と もに ， 排水不良 田 で は本病の

発病が助長 され る ため充分な排水対策を行う．
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